
今、世界は感染症の危機に見舞われている。現在、感染症として蔓延している

新型コロナウイルス“SARS-CoV-２”。 

 このウイルスの感染拡大に伴い遺伝子配列も変化しており、SARS-CoV-2

ゲノムの中には、タンパクの機能が大きく変化したものも存在する。 

本講演では、SARS-CoV-２ゲノムを比較解析した研究結果を、

皆さんにわかりやすく報告する。 

果たして、私たちの未来はどうなっていくのか！ 

※ １１／２３ ②13：30～ ③15：00～は、科学館職員によるサイエンスショーを開催します。 

午前 11時 30分～ 約 30分 途中の出入りは自由にできます 

   ながい   まこと 

 永井 慎 氏  
（岐阜医療科学大学・大学院准教授 

日本バイオ技術教育学会理事） 
 

【講 師】 

本講演で報告される研究は 緊急支援新型コロナウイルス感染症対策助成プログラム 採択事業です。 


